
長崎県ドローンイベント開催支援補助金概要（案）

事業目的等

• 県内においてドローンを使ったレースイベントを開催することにより、ドローン活用の機運醸成及び観光
振興促進を図る

• 予算額：３，５００千円
• 事業期間：交付決定日から令和８年１月３１日（金）

補助対象者

• 県内外、創業からの経過年数を問わない。
• 企業、団体を対象とし、実行委員会等も対象とする

補助対象事業

以下の要件に該当する事業に対して補助するものとする。
• 国内外で活躍するドローンレーサーを招聘し、県内において、ドローンレースを実施すること。
（※企画提案の内容にドローンレーサーの入賞経験等の経歴等も含める）

• 就学児以上のこどもを対象としたドローン体験会を併催すること。
• 会場で参加できない場合も配信等を無料で観覧できる環境を整備すること。
• 長崎県のドローンに関する取組をＰＲしていること
• 会場側と施設の使用について協議していること（ただし、交付決定前に支払った手付金・予約金等
は補助対象とならないので留意すること）
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補助金額

補助対象経費

分類 説明

補助員人件費 イベントの運営のために臨時で雇った補助員（アルバイト等）に対する賃金（※ただし正職員の人件費は対象外）

報償費 出演者、招へい選手等への謝礼金・旅費等

消耗品費 事業に要する消耗品等に係る費用

印刷製本費 チラシ、ポスター、パンフレット等の印刷製本に係る費用

保険料 事業実施における保険等の加入に係る費用

運搬費 事業に必要な運送、輸送にかかる経費

委託料 会場設営、運営、警備等の委託費

広告宣伝費 事業に要する広告料等

使用料賃借料 土地・会場の使用料、物品のリース料

通信費 レース配信にかかる通信費はじめ、イベント開催にあたり整備が必要不可欠な通信設備にかかる費用など

その他 その他事業実施に必要な経費で長崎県が特に認める経費

補助金額は上限3,500千円 補助率は1/2以内の額

※ただし補助対象経費は、当該事業から得た収入（協賛金、助成金、出場料、売上金等）を除いた額
※交付決定後、補助対象経費を超える協賛金等の収入が集まった場合は補助金の交付はありません。

【例１】補助対象経費600万円、事業収入400万円の場合 ⇒ 補助金額 ＝（600-400)／２＝ 100万円

【例２】補助対象経費600万円、事業収入650万円の場合 ⇒ 補助金額 ＝ ０円（対象経費より収入が上回るため）
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補助対象除外経費

• 備品購入費
• 交際費（飲食代等）
• 優勝者等への賞金・副賞等
• 商品券・金券・仮想通貨・クーポン・ポイントでの支払い
• 他の取引との相殺による決済
• 小切手・手形・電子債権等での支払い
• 申請者が支払いを行っていない経費
• 令和８年１月３１日までに契約、履行、支払までの手続きが完了していない取引に係る経費
• 帳票類の整備に不備がある取引にかかる経費
• 補助事業と無関係の経費と混同して支払われ、補助対象分が明確に区別できない経費
• 消費税及び地方消費税相当額
• 振込手数料などの各種手数料
• 社会通念上、市場価格と比較して著しく価格に差があるもの
• その他、県が補助事業の趣旨に沿わないと判断する経費

公募スケジュール

• ４月２８日（月）～５月２１日（水）：事前相談期間

• ５月２２日（木）～５月３０日（金）：申請受付期間（予定）

• ６月２日（月）～６月１３日（金）：審査員による審査期間（予定）

• ６月中旬採択決定（予定）
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審査基準

項 目 内 容
配点
計100点

機運醸成

イベントにより県民のドローンに対する関心を高め、県内の機運醸成につながるか ２０

多くの来場者（主に就学児以上の若年層）が体験イベントに参加可能であり、ドローン活用に対する
理解を深めることができるか

２０

イベントに来場できない県民が配信（ライブ・アーカイブ）により容易にドローンレースを観覧する
ことができるか

１０

長崎県や事業実施地域の自治体・地元企業のドローンの取組をどのように周知（ＰＲ）しているか １０

観 光 県内外から多くの集客を見込めるイベント内容になっているか １５

運営体制
類似事業の履行実績などから、本事業の運営を円滑に行うことが見込まれるか １５

具体的かつ無理のないスケジュールとなっているか １０

（採択必須要件：①合計点が配点の6割以上）
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